
第56回 固体ＮＭＲ・材料フォーラムプログラム 
 

主  催    固体ＮＭＲ･材料フォーラム 
協  賛    日本化学会、（独）物質・材料研究機構 

 

      日 時  ２０１４年１０月２４日（金）１０時３0分～１９時30分 

    場 所  兵庫県民会館 パルテホール 

（神戸市営地下鉄山手線「県庁前」下車 東出口） 

（http://hyogo-arts.or.jp/main/access.html） 

 

Ⅰ 講演 (10:3017:20) 
 

1. 動的核分極(DNP)法による極低温高磁場固体 NMR の感度向上 

(10:3011:00)               （阪大蛋白研） 松木 陽 

 

2. 電池材料のNMR—イオン拡散解析を中心に 

(11:1011:40)                 （旭化成基盤技術研） 橋本 康博 

 

3. 1Hの緩和と拡散を利用したプロトン伝導性高分子膜の研究 

  (11:5012:15)                         （千葉大院工） 大窪 貴洋 

 

   (昼食) (12:2513:30) 

 

4. [学生講演] A Natural Abundance 33S STMAS NMR Study of  
Ettringite 

(15:0015:15)   （英国グラスゴー大化学） ○佐々木 彬子、S. Wimperis 
 

5. [学生講演] キンヒドロン合成時の固相反応過程 

(15:2015:40)    （京大院理）○伊澤 研一郎、野田 泰斗、竹腰 清乃理 

 

 ＜コーヒーブレイク＞ (15:4516:05)  

 

6. 固体プローブの選択—欲しいのは感度ですか？それとも分解能ですか？ 

  (16:0516:30)         （アジレント・テクノロジー）  芦田 淳 

 

7. 固体における1Hの多量子コヒーレンス; 統計理論と応用 

(16:4017:10)            （物質・材料研究機構） 最上 祐貴 



Ⅱ ポスター発表 (13:3014:55)    

 

P1. 蛋白研 NMR のアップグレードした先端 NMR 装置群と産業利用支援 

（阪大蛋白研）○江川 文子、深澤 隼、片平 律子 

松木 陽、児嶋 長次郎、藤原 敏道 

 

P2. パルス NMR 法から得られた T2 緩和曲線の逆ラプラス変換 

（1 防衛大応化、2 農工大院工、３千葉大院工）○角村 将希 1 

奥下 慶子 2、大窪 貴洋３、浅野 敦志 1 

 

P3. Preparation and characterization of 29Si enriched Al-MCM-41 

（1IRC, AIST, 2LRS, CNRS, ３RIIF, AIST）○Toshikazu Takahashi1 
Juliette Blanchard2 Yannick Millot2 

Shigenobu Hayashi３、Hiroyuki Yasuda1 

 

P4. 充放電や 6Li 部分標識を用いたリチウムイオン電池正極 

LiNi0.8Co0.15Al0.05O2 の NMR 分析 

（東レリサーチセ）○長谷川 裕一、青木 靖仁、崎山 庸子 

 

P5. 湿潤加熱処理によるシルクフィブロインへの機能性分子固定 

（1 奈良女大生活環境、２農業生物資源研、３信州大繊維）○橋本 朋子 1 

石川 瞳 1、吉川 梨佳 1、亀田 恒徳 2、玉田 靖 3、黒子 弘道 1    

 

P6. 残余双極子相互作用を用いたゴムの架橋解析 

（住友ゴム）○福地 将志、小林 将俊 

 

P7. Solid-state 13C NMR study of cholesteric liquid crystals 
（1 高知大、2 東工大、３物材機構、４JRI）○山田 和彦 1、丸茂 和博 2 

姜 聲敏 2、出口 健三３、中井 利仁４、清水 禎３、渡辺 順次 2 

 

P8. 高分子-イミダゾール複合体におけるイミダゾールの分子運動の解析 

（金沢大院自然）○近井 琢磨、大橋 竜太郎 

井田 朋智、水野 元博 

 

 

Ⅲ 懇親会 (17:4019:30) 
 


